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金城学院大学研究実習生の杉本怜子さんが、初心者優秀演題賞を受賞しました。	

	

演題：ICI投与における CAT発生状況とリスク因子の探索 
	

	

［中央：杉本怜子さん、右：山田成樹教授、左：安藤洋介係長］	

 
 
［受賞の言葉］ 
	 この度は、日本臨床腫瘍薬学会学術大会においてこのような名誉ある賞を頂き、大変光栄に存じ

ます。これもひとえに、ご指導・ご鞭撻を賜りました先生方のおかげだと、深く感謝申し上げます。

本研究での免疫チェックポイント阻害薬投与時における血栓の発現率、及びリスク因子の究明が、

この先がん患者様の血栓発現予防・または血栓による有害事象の早期発見に役立つことが出来た

ら、大変幸甚に存じます。今回の貴重な経験を糧にし、今後臨床現場からのたくさんの「気づき」

を患者様の利益に繋げられるよう、より一層精進していく所存です。今後ともどうぞ、ご指導の程

宜しくお願い致します。	


